
評価項目及び配点

配点

(1)業務目的の理解 本委託業務の背景及び目的を適切に捉えた提案となっているか。 5
(2)基本姿勢 佐賀県の立場に立った提案がされているか。 15

(1)業務内容の妥当性
仕様書記載の委託作業内容（第２章（2.3）及び第３章）についてすべて提案されて
いるか。

必須 5

(2)「現状調査・課題分析」の妥当性
「現状調査・課題分析」の対象範囲及び手法について明確かつ具体的に示されてい
るか。また、その手法を用いる理由・目的が示されているか。

10

(3)「あるべき姿検討」の妥当性

・現状やコストにとらわれない理想的なものとして県が目指すべき明確なあるべき
姿を期待できる検討手法となっているか。また、その手法を用いる理由・目的が示
されているか。
・あるべき姿を指向しつつも、県の現状と問題・課題を踏まえた実現可能性・具体
性の高い最適化計画書案を期待できる検討手法となっているか。

20

(4)三層分離モデルの検討
新たな三層分離モデルを検討する視点が具体に示されているか。また、検討するに
あたって、佐賀県の現行の三層モデルへの理解を深める取組が示されているか。

5

(5)セキュリティ対策の検討
ゼロトラストアーキテクチャを取り入れたセキュリティ対策を検討できる提案に
なっているか。

5

(6)スケジュール マイルストーンを考慮した具体的かつ適切なスケジュールが提案されているか。 5

(7)役割分担
ステークホルダー（県及び関連システム業者等）との調整を円滑に行うための役割
分担が示されているか。

10

(8)費用 コスト最適化を実現する視点が示されているか。 10

(1)実績
佐賀県と同等規模（利用者5000人）規模の組織における調査・検討業務若しくはIT
基盤等の設計・構築の実績が1件以上あるか

必須 5

(2)人員確保
業務が適切に遂行できる人員の確保がされており、また、セキュリティ（特にゼロ
トラストアーキテクチャ）及び、セキュリティ監査に関して豊富な知見を持つ人員
が提案されているか

10

(1)管理技術者
佐賀県と同等規模（利用者5000人）規模の組織における調査・検討業務若しくはIT
基盤等の設計・構築業務の経験及び、セキュリティ（特にゼロトラストアーキテク
チャ）やセキュリティ監査に関して、豊富な知見・経験があるか

5

(2)作業者
3層分離やセキュリティ対策に用いられる手法・製品・サービス導入業務等に従事し
た作業者が参加しているか

5

価格点 10
※必須項目が一つでも0点であれば不合格

４．業務従事者の経験・能力

５．価格点

評価項目

１．本業務の実施方針等

２．委託業務内容

３．受託者の実績・能力


